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東京⼤学での研究解析 

2020 年 8 ⽉ 12 ⽇ 
保護者・⽣徒のみなさまへ 
 

「こころとからだの健康アンケート」事業に伴う東京⼤学でのデータ解析に関するお知らせ 
 

東京⼤学⼤学院教育学研究科健康教育学研究室教授 佐々⽊司 

東京⼤学⼤学院教育学研究科健康教育学研究室研究員 北川裕⼦ 

 

この事業は若者の精神不調および⾃殺リスク等を早期に発⾒し、必要な⽀援に繋げることで
⼼⾝の健康の危機を未然に防ぐことを⽬的に⾏っています(詳細はこのお知らせと同⽇配布の⼿紙

「こころとからだの健康アンケート」事業について をご覧ください)。 

東京⼤学健康教育学研究室は新潟県教育庁からの依頼を受け、本事業に対して同研究室で開
発したタブレット端末搭載の⼼⾝不調アセスメントシステム（RAMPS※）を提供することで学
校の健康管理業務に協⼒することとなりました。本業務実施に伴い、学校から得られる匿名デ
ータは、中⾼⽣の精神不調や⾃殺リスクの状況を明らかにし、⽀援の向上に役⽴てることを⽬
的として東京⼤学で研究解析いたします。 

下記に、研究解析の⽬的および個⼈情報の取り扱いについてお知らせいたします。匿名デー
タの研究解析へのご理解とご協⼒をお願いいたします。 
 
  
 

⽬的 

・ 精神不調や⾃殺リスクの判定精度を向上させ、⼼配な⽣徒への早期のケアを実現する 

・ 中⾼⽣の精神不調や⾃殺リスクの状況を明らかにし、⽀援の向上に役⽴てる 

 
本システムに搭載している精神不調や⾃殺リスクの判定精度の向上には、⽣徒から実際に得られ
るデータを研究解析することが不可⽋です。実際の回答を解析することで、現代の中⾼⽣の⼼⾝
の健康に関する状況を把握し、学校等での⽀援の向上に役⽴てることが可能となるからです。さ
らに、システムには⾝体不調から精神不調まで幅広く評価指標を搭載していますが、例えば「複数
の質問にどのような回答パターンを⽰す⽣徒でリスクが⾼いか」を検討し、⾃殺リスク等を⾒過
ごさないための判定基準の精度向上に繋げることができるためです。 
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なお本事業に伴う研究解析は、東京⼤学倫理審査専⾨委員会の承認を得ており、 

東京⼤学研究倫理指針に従って実施されます。また個⼈情報の取り扱いとデータ解析は次のよう
に⾏いますので、各個⼈のプライバシーは厳重に守られます。 

個⼈情報の取り扱い 
データの収集 東京⼤学では、⽣徒の名前や⽣年⽉⽇などの個⼈情報は⼀切収集しませんの
で、特定の個⼈が識別されることはありません。 
データ解析 各データにはランダムに発⽣させた番号を解析⽤の IDとして割付け、第三者認
証を受けたクラウドシステムに暗号化通信により保存されます。このクラウドからデータを
暗号化通信により受信し解析を⾏います。なおデータのバックアップのために外部接続のな
いハードディスクにデータを保存し、当研究室で厳重に保管します。 

保護者・⽣徒のみなさまへ 
 回答結果（匿名データ）の東京⼤学健康教育学研究室での解析にご承諾いただけない場合や、 
研究についてより詳しい内容をお知りになりたい場合は、下記の問い合わせ先までご連絡くださ
い。ご協⼒をどうぞよろしくお願い申し上げます。 
 
 
 

東京⼤学教育学研究科健康教育学分野ホームページ「携帯情報端末による⼼の健康評価」ページ 
www.p.u-tokyo.ac.jp/~kenkou/project/37mental_health_assesment.html 

 
 

問 い 合 わ せ 先 

研究責任者：東京大学大学院教育学研究科健康教育学研究室 教授 佐々木司  
研究実施者：東京大学大学院教育学研究科健康教育学研究室 研究員 北川裕子 

  所在地：東京都文京区本郷7-3-1 東京大学大学院教育学研究科 メール：yk@p.u-tokyo.ac.jp（北川） 
 

※RAMPS とは、⾃殺リスクや精神不調の⾒過ごしを防ぎ、その後の必要な⽀援に役⽴てることを⽬的に東

京⼤学健康教育学分野研究室で開発された⼼⾝状態評価と⽀援促進システムです。タブレット端末に⼼⾝状

態の評価指標が搭載されており、⽣徒の回答をもとに、システムが⾃殺リスクをはじめ精神不調の状態を⾃

動で可視化します。回答は教員が必要な⽀援を⽣徒に届けるための⼀つの参考としたり、また⽣徒⾃⾝が今

の⾃分の状態を知ること等に役⽴てることができます。 

RAMPS は「Risk Assessment of Mental and Physical Status = ⼼⾝状態の評価」の頭⽂字で、 

「接続経路」という意味もあります。ケアや⽀援への橋渡しにと願い名付けました。 

 


